
更年期
　（更年期障害、子宮がん・卵巣がん・乳がん、
生活習慣病、（肥満、動脈硬化、高血圧、糖尿病））



思春期

(月経痛、月経前困難症、無月経)




成熟期
(妊娠・出産、婦人科疾患（子宮筋腫、子宮内膜症）

子宮がん・卵巣がん・乳がん)

VAGINA CARE 
膣活始めよう

むずがゆさ

ヒリヒリとした痛み、

おりもののトラブル（量、色、におい）

乾燥

黒ずみ




無症状のことも・・・！

炎症が広がると不妊や早産、婦人系の病気など

様々な疾患にも繋がります。

女性は１０代からの月経から始まり、妊娠、出産、そして閉経までと、

膣内の環境は大きく変化していきます。

その変化の要因は女性ホルモンであるエストロゲンの分泌量にあります。

エストロゲンの分泌量は日々のストレス、生理前後に不安定になったり、

加齢などで乱高下したりしながら減少していきます。

このような要因で膣内フローラ乱れるとき、

守ってくれるのがラクトバチルスという乳酸菌です。

ラクトバチルスから産生される乳酸が膣内やデリケートゾーンを酸性にして

外部からの雑菌侵入を防ぎ守ってくれます。



このラクトバチルスが減少してしまい悪さをしそうな細菌が増えてくると・・・

健やかに自分らしく生きるために

細菌性膣炎かも・・・

成人女性の10%~30%が罹患



ラクトバチルスが膣内に

雑菌が入らないように守ってくれています

膣内フローラ検査結果レポートサンプル①②③

あなたの腟内タイプ

ラクトバチルスの割合

細菌性腟炎（BV)リスク菌の割合
早産リスク菌

不妊リスク菌

ミディアムリスク菌

要注意細菌

その他気になる細菌

腟内フローラ検査でわかること
あなたの検査結果を

専門家が解説します

① ② ③

0.01%以上の割合で検出された
全ての細菌の詳細が記載されている

解析シートが付きます。




＊膣内フローラは子宮内フローラと

ほぼ同じ状態といわれています

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ンサーによる詳細な膣内

フ
ロ

ー
ラ

検
査

  

膣内細菌の遺伝子配列により
細菌の種類を特定して

その割合を数値化します。

膣活とは自分の膣内細菌のバランスをベストの状態に整えることです。

それによって膣内の自浄作用を十分に高めることができます。

十分な自浄作用があると、外部からの雑菌の侵入などから守ってくれます。

このベストな状態に膣内環境を整える、そしてこの状態をキープすることで、

様々な疾患リスクを抑え自分が望んでいたライフプランの実現性を高めます。

あなたにあった膣活を提案します

日々の生活習慣の改善（デリケートゾーンのケア方法など）
腸内環境、口腔内環境改善のアドバイス（腸内や口腔内の改善には別途検査が必要です*別料金）
婦人科などによる検査や治療が必要かどうか。（専門ドクターの個別相談も受けれます。*別料金）






あなたの膣内フローラは大丈夫？

膣内フローラ検査で調べて対策しましょう

膣活って何？



自覚症状だけではどこまで膣内環境が悪化しているかが、判断できません。

細菌性膣炎に罹患しているのは成人女性全体の10%〜30%と言われています。
細菌性膣炎は、子宮や卵管、骨盤内に炎症が波及したり、妊娠期間中であれば子宮への感染

によって流産や早産の原因となることがあるため注意が必要です。

約半数が無症状です。無症状であっても進行している場合もあります。

③


